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1．はじめに 
近年、i-mode、ezweb、vodafoneLive!をはじめとする

携帯端末でのインターネット利用が急増している．インタ

ーネットに接続可能な携帯端末は、いつでも、どこでも、

自由に情報の取得が可能な、ユビキタスネットワーク社会

をリードする情報端末といえる[1]．このような携帯端末

を利用すれば、外出中などでも、地域情報を始めとするユ

ーザが必要とする情報を手軽に取得することが可能であ

る。しかし、携帯端末を利用して Web から得られる情報

は、PC からのアクセスに比べると圧倒的に少ないのが現

状である．これは、PC 向けサイトに比べると、携帯端末

向けサイトが圧倒的に少ないことと、一般の PC に比べる

と携帯端末は画像表示領域が小さく、入力インターフェイ

スにも限りのある携帯端末においては、情報を取得するま

でに手間がかかってしまうこと等が主な原因であると考

えられる． 
そこで本研究では、ユーザの位置情報とユーザの嗜好情

報を利用することで、ユーザの現在地に適した、有益な地

域情報を容易に取得できる携帯端末用地域ポータルサイ

トの構築を目指す． 
 
2．システムの構築 

携帯端末での Web 利用に関するアンケート調査の結果、

文字入力が面倒であることや、キーワード検索の結果が不

十分であるなどの意見が、主な意見として挙げられた[2]． 
また、携帯サイトをほとんど利用しない人にアンケート調

査を行った結果、「携帯端末では欲しい情報を見つけるのが

大変である」、「携帯端末では見づらい」、「PC の方が使い

やすい」等が、主な意見であった． 
これらの結果より、本研究では、ユーザの嗜好をデータ

化したユーザプロファイルと、ユーザの現在地を表した位

置情報を利用し、容易に、またすぐにユーザ好みの地域情

報を配信するポータルサイト作成システムの構築を試みた． 
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3. ユーザプロファイル 
 ユーザの興味や関心を表すキーワードやユーザが必要と

する情報など、個人の特徴や性質をモデル化したデータで

あるユーザプロファイルを、本システムを初めて利用する

際に作成し、ユーザ個人に特化した地域ポータルサイトの

構築を行う． 
 ユーザプロファイルを作成するために、各ユーザは、ま

ずユーザ認証情報新規登録時に以下の情報を入力する． 
 

3.1 ユーザにとって必要・不必要な情報 
ユーザ好みのポータルサイトを構築する際に使用される．

ユーザが必要とチェックした情報は表示され、ユーザが不

必要とチェックした情報はポータルサイト上で表示されな

い(図 1)．これを利用することで、ユーザが自分好みにポー

タルサイトのレイアウトをカスタマイズすることが可能と

なる． 
 

 
図 1. カスタマイズ 

 
3.2 ユーザにとっての情報の重要度 
ユーザが地域情報を検索する際に使用される．一般的な

検索サイトでは、検索キーワードを元に情報を検索するが、

必ずしも検索結果の先頭に、ユーザが必要とする情報があ

るとは限らない．また、検索結果が多かった場合は、ユー

ザが必要とした情報までたどり着くには、携帯端末では特

に難しいと思われる． 
そこで、ユーザには、情報のジャンル別に重要度を 5 段

階で入力してもらい、検索結果を重要度の高いジャンルの

情報順ごとに並び替えてから表示させることにした(図 2)． 
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これを利用することで、ユーザが重要とするジャンルの情

報が優先的に表示されるようにすることが可能となる． 
 

 
図 2. 情報の重要度 

 
4．位置情報 

位置情報とは、対象となるものがどの位置に存在するか

を特定した情報である．ここでいう位置情報の対象とはユ

ーザのことである．現在、ほとんどの携帯端末でユーザの

位置情報を把握することができる． 
機種によって取得出来る方法が違い、大きく分けて二つ

の方法がある．一つ目の方法は、ユーザが通信に利用した

アンテナ基地局の場所を把握して、ユーザの大まかな現在

地を把握する方法である．二つ目の方法は、GPS 搭載端末

を利用し、ユーザの位置をほぼ正確に把握する方法である 
[3]． 
今回は位置情報として精度の高い GPS を搭載した携帯

端末に向けたシステムの構築行うことにした．GPS 搭載端

末を利用することにより、ユーザの現在地の経緯度などを

システムが把握することが可能となり(図 3)、ユーザが現在

地というものを特に意識することなく、現在地にあった情

報などを事前に引き出したり、まとめたりすることが実現

可能となった． 
 

 

図 3. ユーザの位置情報取得 
 

5．ユーザプロファイルと位置情報の連動 
 これまでに作成・取得したユーザプロファイルと位置情

報を連動させて実際に地域ポータルサイトの構築を行った．

システムの全体構成は図 4 の通りである． 

 

図 4. システムの全体構成 
 
最初にユーザの現在地から 1km 以内(ユーザ毎に範囲の

設定は可能)にあるお店やレストラン、行事などの地域情報

をまとめたポータルサイトを構築する． 
次にユーザプロファイルより、ユーザ好みにポータルサ

イトをカスタマイズすることで、ユーザにとって有益な情

報をすぐに表示させることができるようになる． 
作成したシステムでは、携帯端末での使いにくさや情報

の見つけにくさの原因となる、操作数の多さや不必要な情

報を減少または削除することなどが確認できた． 
 
6．まとめと今後の展望 
 本研究では、各ユーザにとって有益な情報を携帯端末か

ら容易に取得可能な、地域ポータルサイト作成システムを

構築した．ユーザの嗜好を利用することで、その人にとっ

て使いやすいサイトを構築できたと考えられる． 
 今後の展望としては、コミュニティ性を高くすることに

よって、多くのユーザと情報を共有させることで、情報デ

ータベースをより豊富にさせるシステムを構築し、携帯端

末での情報収集の困難さをさらに解消すること等が挙げら

れる． 
 
 
参考文献 
[1]社会法人 電気通信事業者協会 
http://www.tca.or.jp/ 
 
[2]吉川 裕章，張 テイ，富沢 和也，内田 理，中西
祥八郎， ”モバイルユーザのニーズを考慮した情報
取支援型ポータルサイトの構築”， 第 67 回情報処理
学会全国大会講演論文集， 6U-6，第 3 分冊
pp.663-664， 2005. 
 
[3]携帯電話事業各社 
http://www.nttdocomo.co.jp/ 
http://www.au.kddi.com/ 
http://www.vodafone.jp/ 
http://www.willcom-inc.com/ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	tyt_no: 
	typ_page1: 3-532
	tyt_a: 
	typ_page: 
	tyt_head: 
	tyt_head1: 情報処理学会第68回全国大会


